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１．経済概要
北九州支店管轄地域：北九州市および京築地区

（注）京築地区は、行橋市、豊前市、京都郡（苅田町、みやこ町）、築上郡（築上町、吉富町、上毛町）。
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（注）総面積は2020年10月1日時点。総人口は2019年10月1日時点。就業人口は2015年、括弧内は構成比。市内総生産は2017年度。
製造業事業所数は2019年6月1日時点、製造品出荷額等は2018年。卸・小売業事業所数は2016年6月1日時点、年間商品販売額
は2015年。預金残高、貸出残高は2020年3月末。

主要指標

（出所）国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」、総務省「人口推計」「国勢調査」「経済センサス-活動調査」、北九州市「推計
人口」、福岡市「推計人口」、内閣府「県民経済計算」、経済産業省「工業統計調査」、全国銀行協会「各地銀行協会社員銀行主要勘定」
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全国シェア

（k㎡) 492 0.13% 343

（人） 940,141 0.75% 1,592,657

（人） 415,092 0.70% 667,895

第一次産業 （人） 3,174 (0.8%) 0.14% 4,142

第二次産業 （人） 98,006 (24.6%) 0.70% 92,515

第三次産業 （人） 296,731 (74.6%) 0.75% 519,335

（億円） 37,188 0.66% 78,043

（箇所） 943 0.51% 691

製造品出荷額等 （億円） 23,281 0.70% 5,773

卸・小売業事業所数 （箇所） 8,993 0.83% 15,887

年間商品販売額 （億円） 26,967 0.49% 137,433

（億円） 57,607 0.73% 112,921

（億円） 39,438 0.77% 121,038

（参考）
福岡市

総面積

総人口

就業人口

市内総生産

製造業事業所数

預金残高

貸出残高

北九州市



市内総生産の推移

（出所）内閣府「県民経済計算」
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（注）1.  直近は2017年度。名目ベース。
2.  体系基準年が異なる系列を接続しているため、時系列での比較には留意。
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他の政令指定都市との比較①

（出所）内閣府「県民経済計算」、堺市「堺市民経済計算」

（注）1.  市内総生産は17政令指定都市、1人当たり市民雇用者報酬は16政令指定都市を比較対象としている。
2.  薄いシャドーは、比較対象としている全ての政令指定都市のレンジ。濃いシャドーは25-75％点。

＜市内総生産＞ ＜1人当たり市民雇用者報酬＞
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他の政令指定都市との比較②

（出所）内閣府「県民経済計算」、静岡県「しずおかけんの地域経済計算」、堺市「堺市民経済計算」、熊本県「市町村民経済計算」、経済産業省
「工業統計調査」「商業動態統計」、総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」「小売物価統計調査」、国土交通省「地価公示」
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1 大阪市 200,259 川崎市 42,012 大阪市 11,638 北九州市 30.6 川崎市 272.5 大阪市 1,978.1 川崎市 105.2

2 横浜市 136,999 横浜市 40,548 横浜市 7,923 静岡市 30.1 大阪市 246.8 福岡市 1,037.9 横浜市 104.7

3 名古屋市 135,860 大阪市 38,213 名古屋市 7,170 新潟市 29.2 横浜市 231.6 名古屋市 964.8 相模原市 103.0

4 福岡市 78,043 堺市 36,316 札幌市 5,180 神戸市 28.0 京都市 215.8 京都市 908.0 さいたま市 102.7

5 札幌市 69,157 名古屋市 35,777 京都市 3,780 京都市 28.0 さいたま市 205.7 川崎市 773.0 千葉市 101.3

6 京都市 66,008 神戸市 34,398 福岡市 3,168 堺市 28.0 名古屋市 188.7 神戸市 713.6 神戸市 100.9

7 神戸市 65,470 広島市 31,667 神戸市 3,120 浜松市 27.5 福岡市 161.8 広島市 674.8 京都市 100.8

8 川崎市 63,651 京都市 26,653 広島市 2,498 札幌市 27.2 相模原市 161.1 横浜市 665.1 堺市 100.0

9 広島市 56,731 北九州市 23,281 さいたま市 2,349 岡山市 26.1 神戸市 148.7 さいたま市 619.3 仙台市 99.9

10 仙台市 53,880 静岡市 21,224 仙台市 2,322 熊本市 26.0 堺市 135.1 仙台市 599.2 静岡市 99.7

11 さいたま市 44,776 浜松市 20,113 千葉市 1,972 千葉市 25.9 広島市 132.6 千葉市 333.5 大阪市 99.7

12 千葉市 38,320 相模原市 14,018 新潟市 1,615 相模原市 25.6 千葉市 120.8 札幌市 321.3 札幌市 99.5

13 北九州市 37,188 千葉市 13,163 川崎市 1,577 大阪市 25.2 静岡市 114.2 熊本市 302.8 新潟市 98.9

14 静岡市 33,004 新潟市 11,754 岡山市 1,495 広島市 25.2 仙台市 97.2 相模原市 291.9 広島市 98.9

15 堺市 32,460 岡山市 10,580 北九州市 1,358 名古屋市 24.8 札幌市 78.8 静岡市 287.7 浜松市 98.5

16 浜松市 31,766 仙台市 10,293 浜松市 1,180 横浜市 24.5 浜松市 73.3 堺市 253.5 名古屋市 98.5

17 新潟市 31,457 さいたま市 8,896 堺市 1,109 仙台市 23.9 熊本市 69.4 岡山市 191.8 熊本市 98.4

18 岡山市 28,578 福岡市 5,773 相模原市 966 さいたま市 22.9 岡山市 59.8 浜松市 133.9 岡山市 97.6

19 熊本市 25,439 札幌市 5,749 熊本市 958 福岡市 21.7 新潟市 55.5 北九州市 131.8 北九州市 97.5

20 相模原市 n.a. 熊本市 4,588 静岡市 838 川崎市 19.9 北九州市 52.5 新潟市 118.0 福岡市 97.5

地価（平均価格、千円/㎡） 消費者物価
地域差指数

（総合、全国平均＝100）住宅地 商業地

2020年1月1日時点 2019年2020年1月1日時点

市内総生産
（億円）

順位

製造品出荷額等
（億円）

百貨店・スーパー
販売額（億円）

高齢化率
(％）

2019年2018年2017年度



２．産業動向等
産業部門ウエイト（付加価値額ベース）

（出所）内閣府「国民経済計算」「県民経済計算」

（注）1.  北九州市、福岡市は2017年度。全国は2017年。
2.  サービス業は、「宿泊・飲食サービス業」、「専門・科学技術、業務支援サービス業」、「公務」、「教育」、「保健衛生・社会事業」、

「その他のサービス」の合計。
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北九州市の産業構造の変遷

＜市内総生産の産業別構成比＞ ＜就業者数の産業別構成比＞

（注）就業者数は、分類不能の産業を除く。

（出所）内閣府「県民経済計算」、総務省「国勢調査」9
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製造品出荷額等の業種別構成比

（注）2018年。北九州地域は、北九州市、行橋市、豊前市、中間市、遠賀郡、京都郡、築上郡。

（出所）経済産業省「工業統計調査」、福岡県「工業統計調査」10
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製造品出荷額等の業種別構成比の推移（北九州地域）

（出所）経済産業省「工業統計調査」、福岡県「工業統計調査」

（注）北九州地域は、北九州市、行橋市、豊前市、中間市、遠賀郡、京都郡、築上郡。
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（％）

1980年 1990年 2000年 2010年 2018年

輸送用機械 11.2 23.6 27.1 35.5 44.4

鉄鋼 32.8 21.0 16.1 21.8 18.5

金属製品 4.2 4.3 6.0 5.4 5.9

はん用・生産用・業務用機械 ― ― ― 7.4 5.6

一般機械 7.5 9.3 7.8 ― ―

化学 13.8 12.6 8.8 6.4 5.4

窯業・土石 7.6 5.5 6.5 5.5 4.4

電気機械・電子部品・デバイス ― ― ― 5.6 3.5

電気機械 3.2 8.2 12.5 ― ―

石油・石炭製品 3.3 1.3 0.7 1.8 1.9



製造業従業者数の業種別構成比

（注）2019年6月1日現在。北九州地域は、北九州市、行橋市、豊前市、中間市、遠賀郡、京都郡、築上郡。

（出所）経済産業省「工業統計調査」、福岡県「工業統計調査」12
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地区別の製造品出荷額等

（注）直近は2018年。京築地区は、行橋市、豊前市、京都郡、築上郡。

（出所）福岡県「工業統計調査」13
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従業者1人当たり製造品出荷額等

（注）直近は2018年。北九州地域は、北九州市、行橋市、豊前市、中間市、遠賀郡、京都郡、築上郡。

（出所）経済産業省「工業統計調査」、福岡県「工業統計調査」14
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業種別にみた従業者1人当たり製造品出荷額等

（注）2018年。北九州地域は、北九州市、行橋市、豊前市、中間市、遠賀郡、京都郡、築上郡。

（出所）経済産業省「工業統計調査」、福岡県「工業統計調査」15
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輸出入

＜管内の輸出入額および貿易収支＞ ＜輸出額の前年比＞

（注）管内は、3税関官署（門司、戸畑、苅田）の集計値。

（出所）財務省「貿易統計」16
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輸出内訳

＜地域別構成比＞ ＜概況品別構成比＞

（出所）財務省「貿易統計」

（注）2019年。管内は、3税関官署（門司、戸畑、苅田）の集計値。
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設備投資

（注）ソフトウェア・研究開発を含む設備投資額（除く土地投資額）。2020年度は、2020年12月調査における計画値。

（出所）日本銀行北九州支店「北九州支店管内『企業短期経済観測調査（短観）』」
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百貨店・スーパー販売額の推移

（出所）経済産業省「商業動態統計」

（注）既存店ベース。
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観光業の状況（１）

＜観光客数（実人数）＞ ＜観光消費額＞

（出所）北九州市「北九州市観光動態調査」
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観光業の状況（２）
＜地区別観光客数（2019年）＞ ＜主な行祭事（2019年）＞

（出所）北九州市「北九州市観光動態調査」21
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（人）

北九州市立　子どもの館 809,879 行橋夏まつり“こすもっぺ” 35,000 大熊公園 19,104 JA築東ふれあい市 180,000
まつり起業祭八幡 720,000 行橋産業祭“愛ﾗﾝﾄﾞﾌｪｱ” 25,000 苅田山笠 10,000 銀杏の木 14,400
関門海峡花火大会 600,000 行橋市歴史資料館 10,539 向山公園 5,180 八幡古表神社 3,200
いのちのたび博物館 524,914 行橋～別府100ｷﾛｳｫｰｸ 4,700 棚田まつり 1,000 よしとみ・ﾜｯｼｮｲ・春まつり 2,500
ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ 472,131 ゆくはしﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 3,000 花しょうぶまつり 10,000 八幡古表神社　乾衣祭 1,700
北九州市立子育てふれあい交流ﾌﾟﾗｻﾞ 426,605 ゆくはしｼｰｻｲﾄﾞﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 2,500 産業祭 10,000 天仲寺公園 1,400

到津の森公園 374,476 夏まつり 5,000 鈴熊山公園 1,300

汐入の里(物産館) 288,495 道の駅「豊前おこしかけ」 570,859 よしとみｶﾞｰﾙdeﾏﾙｼｪ 1,250
平尾台自然の郷 282,497 うみてらす豊前 93,764 よしとみｶﾞｰﾙdeﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 1,000
環境ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 137,089 豊前温泉「天狗の湯」 78,207 吉富漁港　潮干狩り 300
ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟｰﾙ 113,214 求菩提温泉「卜仙の郷」 47,719 道の駅しんよしとみ 383,475
白野江植物公園 96,870 天地山公園 47,022 湯の迫温泉大平楽 375,325
北九州市漫画ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 87,952 大富神社 37,534 さわやか市大平 184,544
山田緑地 77,011 汐湯の里 33,128 げんきの杜 106,260
北九州ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｷﾞｬﾗﾘｰ(KIGS) 66,406 畑冷泉（水汲み） 26,600 上毛祭 20,000
旧古河鉱業若松ﾋﾞﾙ 65,841 豊前岩戸神楽 22,700 西友枝体験交流ｾﾝﾀｰゆいきらら 7,064
瀬板の森公園 47,838 河津桜 22,000 牛頭天王公園 5,982
ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ(響灘緑地) 41,164 求菩提資料館 15,427 大池公園ふれあいの里 3,527
門司麦酒煉瓦館 28,510 ｶﾗｽ天狗祭り 15,000 県立ふれあいの家京築 2,456
脇田海釣り桟橋 22,719 座主坊園地 10,470 新吉まつり 1,000
北九州市立文学館 22,359 求菩提山 9,425 九州自然歩道 560
響灘ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 20,572 大富神社神幸祭 9,230 穴ヶ葉山古墳 550
日明・海峡釣り公園 17,765 合河ゆず祭り 8,000 友枝瓦窯跡 440
脇田海水浴場 17,576 宇島祇園 5,000 覚円寺 390
北九州市ほたる館 14,099 みなと祭り 5,000 尻高公園 320
ﾁｬﾁｬﾀｳﾝ小倉（観覧車） 6,883 うみてらす漁港ﾏﾙｼｪ 4,500 松尾山お田植祭 300
合馬竹林公園 5,395 土曜夜市 4,000 歴史民俗資料館 109
長崎街道木屋瀬宿記念館 4,437 犬ヶ岳 3,515 ﾒﾀｾの杜 440,754
河内ｻｲｸﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 3,258 ｼｬｸﾅｹﾞ祭り 3,000 綱敷天満宮 100,000
畑ｷｬﾝﾌﾟｾﾝﾀｰ 3,236 ｱｸﾞﾘﾊﾟｰｸ 24,320
堀越ｷｬﾝﾌﾟ場 3,192 潮干狩り 18,997
北九州市立矢筈山ｷｬﾝﾌﾟ場 2,070 物産館　まこちの里 6,502
足立青少年の家(ｷｬﾝﾌﾟ場のみ) 1,243 ちくじょう祭り 5,000
帆柱ｷｬﾝﾌﾟ場 775 牧の原ｷｬﾝﾌﾟ場 1,605

吉富町

上毛町

築上町

苅田町

みやこ町

北九州市 築上郡

豊前市

京都郡行橋市

（参考）施設・イベント別入込客数（2017年）

（出所）福岡県「福岡県観光入込客推計調査」22
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（出所）北九州市「北九州市観光動態調査」「外国人観光客数について」

＜産業観光客数＞
＜インバウンド＞

▽国籍・地域別観光客数▽外国人観光客数・宿泊客数

（注）1.  産業観光客数は、工場見学者数と産業史料館等の見学者数の合計。
2.  外国人宿泊比率は、外国人宿泊客数と外国人観光客数を基に当店が算出。
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観光業の状況（４）

（出所）国土交通省「空港管理状況調書」、北九州市「クルーズ船入港状況（ひびきCT、西海岸）」

＜北九州空港の乗降客数＞ ＜クルーズ船入港回数＞

（注）空港別の乗降客数は2019年。
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ひびきCT

西海岸

（回）
（千人）

1 東京国際 86,920 東京国際 68,383 成田国際 34,771
2 成田国際 42,414 新千歳 20,733 関西国際 24,826
3 関西国際 31,808 福岡 18,282 東京国際 18,537
4 福岡 24,680 那覇 18,081 中部国際 6,784
5 新千歳 24,599 大阪国際 16,504 福岡 6,398
6 那覇 21,762 成田国際 7,643 新千歳 3,867
7 大阪国際 16,504 関西国際 6,982 那覇 3,681
8 中部国際 13,460 中部国際 6,677 鹿児島 412
9 鹿児島 6,075 鹿児島 5,664 仙台 393
10 仙台 3,855 仙台 3,462 広島 345
11 熊本 3,492 神戸 3,363 高松 337
12 宮崎 3,410 熊本 3,321 静岡 317
13 神戸 3,363 宮崎 3,312 北九州 303
14 長崎 3,360 長崎 3,275 岡山 299
15 広島 3,167 松山 3,055 小松 234
16 松山 3,152 広島 2,821 佐賀 203
17 新石垣 2,615 新石垣 2,515 熊本 171
18 高松 2,152 大分 1,877 百里 169
19 大分 1,982 高松 1,815 函館 168
20 小松 1,888 宮古 1,803 新潟 138
21 宮古 1,803 高知 1,654 富山 120
22 函館 1,801 小松 1,653 大分 105
23 北九州 1,754 函館 1,633 新石垣 100
24 高知 1,656 北九州 1,451 宮崎 98
25 岡山 1,612 秋田 1,369 松山 97
26 秋田 1,381 岡山 1,313 美保 87
27 青森 1,251 徳島 1,210 長崎 85
28 徳島 1,219 青森 1,178 青森 72
29 新潟 1,201 旭川 1,110 旭川 49
30 旭川 1,159 新潟 1,064 花巻 47
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３．人口動態
北九州市の人口

（出所）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計） 」25
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北九州市の人口増減

（出所）北九州市「推計人口」26
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北九州市の就業者数

（出所）総務省「国勢調査」27
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周辺地域との就業者移動

（出所）総務省「国勢調査」、北九州市28
（注）2015年。周辺地域（福岡県内および下関市）との間の就業者の移動。

（人）

＜北九州市＞
就業者数

（従業地ベース）

432,629

遠賀郡 14,119 福岡市 7,700 遠賀郡 7,983

中間市 7,217 遠賀郡 6,136 中間市 3,985

福岡市 4,492 京都郡 5,851 宗像市 3,055
行橋市 4,461 直方市 4,189 行橋市 2,086
京都郡 4,321 中間市 3,232 田川郡 1,003
宗像市 3,850 行橋市 2,375 福津市 945
直方市 3,619 宮若市 1,897 築上郡 649
田川郡 1,532 鞍手郡 1,262 糟屋郡 405
鞍手郡 1,371 飯塚市 1,200 古賀市 384
福津市 1,214 宗像市 795 豊前市 153
飯塚市 1,181 田川市 762 鞍手郡 109
田川市 850 田川郡 529 田川市 88
築上郡 834 糟屋郡 417 飯塚市 ▲ 19
糟屋郡 822 古賀市 334 直方市 ▲ 570
古賀市 718 豊前市 295 宮若市 ▲ 1,291
宮若市 606 福津市 269 京都郡 ▲ 1,530
豊前市 448 築上郡 185 福岡市 ▲ 3,208
県内その他 1,799 県内その他 646 県内その他 1,153
下関市 5,075 下関市 3,087 下関市 1,988

＜北九州市＞
周辺地域からの
流入就業者数

①

58,529

＜北九州市＞
周辺地域への
流出就業者数

②

41,161
＜北九州市＞

純流入就業者数
①-②

17,368



北九州市への昼間流出入人口の推移

（注）1.  北九州市への昼間純流入人口＝北九州市への昼間流入人口－北九州市からの昼間流出人口。
2.  昼夜間人口比率＝昼間人口÷夜間人口。

（出所）総務省「国勢調査」、北九州市29
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４．雇用
有効求人倍率

（注）直近は2020年。パートを含む。

（出所）福岡労働局「職業紹介の状況」、厚生労働省「職業安定業務統計」
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年齢階級別にみた労働力率

（出所）総務省「国勢調査」
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31
（注）2015年。



５．金融
貸出金

（出所）日本銀行、日本銀行北九州支店32
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（注）1.  各年12月末の値、直近は2020年。
2.  北九州・京築地区は、管内に所在する都銀、地銀、第二地銀、信託銀行（銀行勘定）および日本銀行北九州支店が主管する

信金の店舗における貸出金の月末残高をそれぞれ合計したもの。全国は、国内銀行勘定の貸出金の残高。オフショ ア勘定、
中央政府向け貸出を除く。



実質預金

（注）1.  各年12月末の値、直近は2020年。
2.  北九州・京築地区は、管内に所在する都銀、地銀、第二地銀、信託銀行（銀行勘定）および日本銀行北九州支店が主管する

信金の店舗における実質預金の月末残高をそれぞれ合計したもの。全国は、国内銀行勘定の実質預金の残高。オフショ ア
勘定を除く。実質預金は預金から切手手形を控除したもの。

（出所）日本銀行、日本銀行北九州支店 以 上33
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